
（１）歳入歳出の見通し 【計画期間：令和７年度～令和15年度】 ※令和７年度予算額をベースとして、国の中長期経済財政に関する試算に基づき算出

（２）財政の健全性に向けた取り組み

項目 目標値 参考

経常収支比率 90.7％ R６年度実績：88.0％（令和５年度全国平均93.1％）

人口１人当たりの人件費・物件費等 145,000円以下 R５年度実績：124,604円（令和５年度全国平均158,103円）

財政調整基金 標準財政規模の10％ R６年度実績：33.1％（標準財政規模140億円、財政調整基金46.4億円）

将来負担比率 50.0％以下 R６年度実績：「-」（早期健全化基準350.0％）

市債残高 250億円以下（臨時財政対策債を除く） R６年度末市債残高：118.3億円

（３）目標数値の設定

取組 目標値 参考

歳入
未利用財産の処分 2,000万円（年間） R６年度実績：41,406千円（旧高松公園売払20億円を除く）

市税の徴収率向上 98.9％ R６年度実績：98.61％

歳出 物件費・補助費等の抑制 R７年度予算額維持 R７年度予算額：物件費4,890,467千円 補助費等3,845,770千円

（４）長期財政計画（各種推移）

庁舎整備事業（Ｒ８～Ｒ10年度）により、一時的に市債残高等が増加するが、計画
的に事業を進め過度な財政負担とならないよう適正な運用管理を努める。

庁舎整備事業（Ｒ８～Ｒ10年度）により、一時的に基金残高は減少するが、特に財政
調整基金を標準財政規模の10％を確保するとともに適正な運営管理を努める。

【現在計画している主要な投資的事業（R7～R15）】

（５）長期財政計画（総括）

本計画については、令和７年度に大型投資的事業（庁舎整備事業）の

実施方針が示されたことに伴い、令和７年９月に一部見直しを行った。今

後、少子高齢化により、市税収入の減収が見込まれる中、各公共施設や

学校の長寿命化改修事業等の計画や高齢化の進行により扶助費等の増

加が見込まれ財源不足が懸念される。

今後安定的な財政運営を継続するため、国・県補助金の積極的な活用

や行財政改革の徹底による歳入歳出の見直しを行い、上記のとおり目標

数値を設定し、財政基盤の確立に取り組む。

「湖南市長期財政計画」（令和７年度～令和15年度）の概要版
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国県支出金 市債 繰入金 一般財源

市民学習交流センター改修事業 242 0 218 24 0

甲西文化ホール大規模改修事業 464 0 418 0 46

小中学校体育館空調設備整備事業 1,040 0 1,000 40 0

小中学校校舎等照明LED化事業 252 0 0 250 2

庁舎整備事業 12,500 100 9,080 1,959 1,361

石部駅周辺整備事業 408 153 229 0 27

市営住宅長寿命化改修事業 347 153 194 0 0

その他の事業 12,803 1,926 8,336 610 1,931

合　　計 28,056 2,331 19,475 2,883 3,367

事業名 事業費
財　源　内　訳


